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富山県タイムトラベル住民課では、過去の富山県民から提出された
転入・転出届を受理し、富山県民の移動の歴史を調査しています。
今回は当課がこれまで受理した転入・転出届を展示し、そこから
富山県民を作り上げた人たちの足跡を紐解きます。富山県民のルー
ツとは一体どのようなものでしょうか。とくとご覧ください。

富山県タイムトラベル住民課がこれまで受理した旧石器時代～近現代
までの転入・転出届と富山県内の遺跡で出土した遺物から富山県民の
ルーツを探ります。

富山県の弥生時代では日本海を伝って、鳥取県など山陰地域との交流(転入・転出)が考えられて
います。そこで、鳥取県にある「日本最大級の弥生時代集落」の妻木晩田遺跡と、膨大
な量の遺物が出土した「地下の弥生博物館」である青谷上寺地遺跡を紹介します。

鳥取県 青谷上寺地遺跡出土
花弁高杯 (復元品)※ （※鳥取県立青谷かみじち史跡公園提供）

富山市小竹貝塚出土人骨

鳥取県 妻木晩田遺跡

～1/31㈰
11/28㈯

① 各時代の転入・転出届

② とっとり弥生の王国　妻木晩田遺跡・青谷上寺地遺跡

講師：覚張　隆史　氏
(金沢大学古代文明・文化資源学研究所  准教授）
日時：令和８年10月18日(日）13：30～
場所：当センター会議室

講師：家塚　英詞　氏
(鳥取県立青谷かみじち史跡公園  係長）
日時：令和８年11月15日(日）13：30～
場所：当センター会議室

古代ゲノム解析から探る人間集団の軌跡
青谷上寺地遺跡と四隅突出型墳丘墓
－弥生時代の日本海側の交流－

弥生人の復顔像※

む き ば ん だ あ お や か み じ ち

とっとり弥生の王国ミュージアムキャラバン


